
           都市計画マスタープランの「地域別構想」と緑の基本計画の「地域別緑のまちづくり方針」について、市から提示し
た案をもとに、参加者の皆さんからご意見をいただきました。 

【碧南市都市計画マスタープラン 新川地域のまちづくり方針（案）に対する主な意見】                            
図示以外の主な意見 
・市街地内農地は防災面でも重要であり有効に活用していくことが必要。 
・北新川駅及び新川町駅の整備は、西端地域で計画されている工業地との連携を位置づけると良い。 
・主要な区画道路は、全体的に整備がされておらず、昔のままの道路であることから整備が必要。   …等 

  
【碧南市緑の基本計画 新川地域の緑のまちづくり方針（案）に対する主な意見】                    

図示以外の主な意見 
・北新川駅より北側の農地（緑地）を維持し、特に未耕作農地の活用を図って欲しい。 
・街路樹の維持管理が良くない。樹種の選定、変更の必要がある。 
・個人の土地を公園などにするのは、大変なことだと思う。   …等     第１回のワークショップで出された意見や課題をもとに、その解決に向けて市民主体で取り組めそうな活動の候補を

提示し、これに対し参加者自身が関われると思う活動を投票形式で選択しながら、地域活動について話し合いました。             
〔注〕本紙に掲載する各方針の図は、地区懇談会当時の案であり、最終のものとは異なります。 

碧南市都市計画マスタープラン・緑の基本計画 地区別懇談会 市民ワークショップ（第２回）結果のまとめ 新川地区 
◆ 結果まとめ① 「碧南市都市計画マスタープラン」と「碧南市緑の基本計画」の見直し案の確認 

◆ 結果まとめ② 具体的に関われそうな地域活動について 

【開催日時】 平成 30年 10月 6日（土） 19：00～20：５０ 

【開催場所】 新川公民館 ホール 

【第２回のテーマ】 

① 「碧南市都市計画マスタープラン」と「碧南市緑の基本計画」の見直し案を確認する。 

② 地域での活動などについて、具体的に関われそうな地域活動のアイデアをだし、実現に向けて話し合おう。 

・北新川駅周辺は新たな商業地の整備ではなく、
周辺の芸術文化ホールや明石公園と連携し市
の顔として、すぐにできることから取り組ん
でほしい。 

・山下町に市民の憩いの場
を整備してほしい。 

・住宅地整備と決めるのではな
く、公共用地としての活用も
考えてほしい。 

・「水と緑のネットワーク」について、
「水」と「緑」は異なるものである
ことから、同じくくりにしない方が
良い。 

主な意見 
・①と②は、防災・防犯と関

連付けて実施すると良い。 

・狭いみちを広げるには、地

主の理解と行政の支援が

必要。 

・公園、道路の清掃は、一人

ひとりが自宅の周辺から

活動を始めることが大事。 

・公園の清掃は、イベント形

式だと楽しく参加できる。 

・外国人とお茶会などの交流
の場で、モラルやそれぞれ
の考え方を話合う場があ
ると良い     …等 

投票結果 ・西端線は具体的な整備の
方向を示した方がよい。 

・市民図書館前のケヤキ
は多くの鳥が来るの
で、鳥の害を考えると
要らないと思う。 


